


前
会
長
退
任
の
ご
挨
拶

　
5
月
28
日
に
理
事
会
、
6
月
14
日
に
評
議
員
会
が
開
催
さ
れ
新
役
員
が
選
任
さ

れ
ま
し
た
。
新
会
長
、
副
会
長
、
評
議
員
よ
り
ご
挨
拶
と
抱
負
を
頂
き
ま
し
た
。

ま
た
、
会
長
職
を
退
任
さ
れ
ま
し
た
西
川　
三
代
子
よ
り
退
任
の
ご
挨
拶
を
頂
き

ま
し
た
。

新会長　平田　武
　西川前会長が体調がおもわしくなくて退任されましたの
で、急遽会長に就任いたしました。現在老人クラブでは会員
の減少など対応しなければならないことが多くあります。当
連合会としては、若手委員会を発足させ、会の活性化、クラ
ブ員の増員などに積極的に取り組みます。どうぞこれまで以
上のご協力を賜りますようお願い申し上げます。

　県老連の会長として５年半頑張って参りましたが　病には勝てず退任致しま
した。
　在籍中には皆様方の理解と優しさで接して戴き本当に良い時期を終えまし
た。これも皆様方のお蔭だと感謝しております。
　新しい時代に新しい会長のもと素晴らしい老連として羽搏いて下さい。最後
に皆様方の健康とご多幸を祈念致します。

　　　　　　　　令和元年６月 30日
� 前県老連会長　西川　三代子

一
般
財
団
法
人
　
山
口
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

新
会
長
の
抱
負
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新副会長　河村　達丸
　人間は一生の間どれだけ人に、お世話になって生きるのでしょうかと
静かに考える年（七十七才）になりました。縁あって、平成二十六年、
ある人の勧めによって老人会に入会させて頂くことになりました。残さ
れたわずかの人生、微力ながら県老連発展の為精進させて頂きます。諸
先輩の皆様の御指導をお願い致します。

新評議員　栁　通江
　経験浅い当方が評議員に
就任することは甚だ恐縮で
はございます。高齢者が高
齢者を支える時代において
老人クラブの存在はますま
す重要となってきておりま
す。老人クラブが、地域の
中心となって会員との繋が
りをより強固なものにし活
動の充実に向けて微力なが
ら積極的に取り組み邁進し
ていきたく思っております。
ご協力よろしくお願い申し
上げます。

新評議員　西元　勇
　高齢社会真っただ中、老
人が老人を支える時代が到
来しました。まさに人生「百
年」。「若くはないが、老い
てはいない」を座右の銘に
老人クラブ活動とともに伸
ばそう “健康寿命 ”を目指
して地域への恩返しに努め
てまいりたいと存じます。
前任者同様ご教導を賜りま
すようお願い申し上げます。

新評議員　佐々木　太一
　この度は、評議員の一員
としてご一緒させていただ
くことになりました。人生
100年を迎えようとしてい
る今日、老人クラブ活動に
対する社会的な期待は、ま
すます大きくなっています。
そのような中で評議員とし
ての場をあたえていただき
ました。なにせ浅学非才な
ものですが、一生懸命頑張
りたいと思いますのでご指
導ご鞭撻のほど、よろしく
お願い申し上げます。

新
役
員
の
抱
負
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幼
保
・
小
・
中
に
渡
る
文
化
伝
承
活
動
！

《
仁
保
幼
稚
園
・
保
育
園
で
の
取
組
》

　
⑴　
ふ
れ
あ
い
か
か
し
作
り

　
⑵　
餅
つ
き
活
動

　
⑶　
お
正
月
遊
び
伝
承

　

約
30
年
前
か
ら
交
流
事
業
を

続
け
て
い
ま
す
。
９
月
に
は
、

園
内
の
菜
園
に
立
て
る
か
か
し

の
本
体
を
会
員
が
用
意
し
、
園

児
に
「
か
か
し
の
歌
」
を
教
え

な
が
ら
、
か
か
し
に
被
せ
る
髪

や
顔
の
絵
を
子
ど
も
た
ち
と
一

緒
に
作
り
ま
し
た
。

　

１
月
に
は
、
コ
マ
回
し
や
凧

揚
げ
等
を
園
児
と
遊
び
な
が
ら

教
え
、
11
月
の
餅
つ
き
で
つ
い

た
お
餅
を
お
汁
粉
に
し
て
皆
で

食
べ
ま
し
た
。

‌�《
仁
保
小
学
校
で
の
取
組
》

　
⑴　
文
化
伝
承
活
動

　
「
仁
保
く
す
の
き
ネ
ッ
ト
」
か
ら
の
要
請
に
よ
り
、
仁
保

小
学
校
と
老
人
ク
ラ
ブ
と
の
関
わ
り
が
平
成
30
年
度
か
ら

始
ま
り
ま
し
た
。
仁
保
小
学
校
の
授
業
参
観
日
に
合
わ
せ

て
、
保
護
者
も
交
え
な
が
ら
、
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
が
児
童

に
昔
遊
び
（
コ
マ
回
し
、
お
は
じ
き
遊
び
等
）
を
教
え
て

い
ま
す
。

《
仁
保
中
学
校
で
の
取
組
》

　
⑴　
『
将
棋
教
室
』

　
⑵　
『
伝
統
文
化
を
学
ぶ
会
』

　

将
棋
教
室
に
つ
い
て
は
、
平
成
30
年
度
よ
り
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
の
活
動
と
し
て
、
教
科
以
外
の
こ
と
を

地
域
の
大
人
達
か
ら
学
ぶ
「
わ
く
わ
く
楽
習
」
の
一
環
と

し
て
お
昼
休
み
の
時
間
を
活
用
し
て
始
ま
り
ま
し
た
。

　
『
伝
統
文
化
を
学
ぶ
会
』
は
30
年
以
上
継
続
し
て
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
元
々
、
船
山
八
幡
宮
で
作
ら
れ
て
い
た
門
松

を
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
で
も
あ
る
氏
子
が
中
学
生
に
も
教
え

始
め
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
す
。
最
初
は
小
さ
な
飾
り
用

の
門
松
で
し
た
が
、
材
料
を
準
備
す
る
負
担
を
考
慮
し
、

現
在
の
大
き
な
門
松
作
り
に
至
り
ま
し
た
。
例
年
、
１
年

生
は
し
め
縄
作
り
、
２
年
生
は
門
松
作
り
を
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
２
年
生
の
人
数
が
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
茶
道
教

室
を
新
た
に
追
加
し
、
２
年
生
は
茶
道
教
室
と
し
め
縄
作

り
に
分
か
れ
て
活
動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

仲間と絆を深め地域で活躍！
シニア社会貢献活動推進事業　モデル老人クラブの実践報告
~子供たちを育む心豊かな地域のために、老人クラブが貢献しています。~

　シニア社会貢献活動推進事業は、平成27年10月に行われた「ねんりんピック山口大会」を契機
とする、高齢者のスポーツ文化活動への関心や社会参加意識の高まりを継承・発展させるため、
老人クラブを中心とする地域の高齢者の知識・経験・活力を生かす場づくり、機会づくりを広げ
るとともに、地域における社会貢献活動や世代間交流の取組をより一層推進することを目的とし
て実施するものです。
　平成30年度にモデル指定した３地区の老人クラブに「コミュニティ・スクール」への参画推進や
子供の居場所づくり、地域の文化伝承活動等に取り組んでいただいています。

山
口
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

仁
保
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会（
会
員
数
２
８
５
人
）

幼稚園の時より、コマ回し上手に
できるようになったよ！

山
口
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

仁
保
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会（
会
員
数
２
８
５
人
）
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～
稲
作
体
験
を
通
じ
た
総
合
学
習
へ
の
協
力
！
～

《
名
田
島
小
学
校
で
の
取
組
》

Ａ　
活
動
の
経
緯

　
昭
和
59
年
か
ら
、名
田
島
小
学
校
で
行
わ
れ
て
い
る
「
勤
労
生
産
学
習
（
現
在
は
、

総
合
学
習
）」
に
老
人
ク
ラ
ブ
が
協
力
し
て
い
ま
す
。
30
年
以
上
前
か
ら
名
田
島
小

学
校
の
授
業
協
力
の
一
環
と
し
て
、
手
作
業
に
よ
る
昔
な
が
ら
の
農
業
体
験
学
習

等
の
文
化
伝
承
活
動
に
取
組
ん
で
い
ま
す
。

Ｂ　
活
動
の
工
夫

⑴　

�

老
人
ク
ラ
ブ
は
あ
く
ま
で
協
力
す
る
立
場
で
あ
り
、
主
役
は
児
童
で
す
。
そ

の
た
め
、
小
学
校
の
意
向
に
沿
え
る
よ
う
、
学
校
側
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
し
っ
か
り
取
る
こ
と
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

⑵　

�

児
童
に
は
様
々
な
体
験
を
し
て
も
ら
え
る
よ
う
活
動
を
工
夫
し
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
餅
つ
き
で
は
、
単
に
餅
を
つ
い
て
食
べ
る
だ
け
で
な
く
、
餅
を
蒸

す
際
に
ド
ラ
ム
缶
窯
で
蒸
す
作
業
や
、
青
の
り
入
り
か
き
餅
作
り
等
を
取
り

入
れ
て
い
ま
す
。

Ｃ　
活
動
の
成
果

⑴　

�

ド
ラ
ム
缶
窯
か
ら
出
る
煙
に
児
童
達
は
、『
目
が
染
み
る
・
・
・
!!
』
と
言
い

な
が
ら
も
活
動
を
楽
し
ん
で
い
た
こ
と
や
、
普
段
の
生
活
に
は
無
い
様
々
な

経
験
を
し
て
も
ら
え
た
こ
と
で
す
。

⑵　

�

活
動
後
に
児
童
か
ら
感
想
と
心
の
籠
っ
た
感
謝
の
手
紙
を
も
ら
っ
て
お
り
、

会
員
に
と
っ
て
活
動
継
続
の
励
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

山
口
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

仁
保
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会（
会
員
数
２
８
５
人
）

山
口
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

名
田
島
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会（
会
員
数
１
１
９
人
）

Ｄ　
活
動
で
の
課
題

　

農
業
体
験
学
習
は
、
体
力
的
に
活
動
出
来
る
会
員
が
限
ら
れ
る
た
め
、
活
動
メ

ン
バ
ー
を
集
め
る
こ
と
が
困
難
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

Ｅ　
今
後
の
展
望

　

老
人
ク
ラ
ブ
の
高
齢
化
が
急
速
に
進
ん
で
お
り
、
活
動
に
限
界
が
来
る
こ
と
も

予
測
さ
れ
ま
す
。
そ
の
こ
と
を
見
越
し
て
、
名
田
島
の
文
化
や
昔
の
暮
ら
し
の
様

子
を
記
録
と
し
て
、
児
童
に
残
す
こ
と
が
大
切
な
役
目
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
そ

こ
で
、
地
域
貢
献
活
動
の
一
つ
と
し
て
、
老
人
ク
ラ
ブ
役
員
を
中
心
に
「
名
田
島

昔
語
り
の
会
」
を
結
成
し
、
名
田
島
の
文
化
や
俚
諺
（
古
く
か
ら
言
い
慣
わ
さ
れ

て
き
た
先
人
の
知
恵
や
教
訓
）
を
ま
と
め
た
冊
子
『
子
や
次
世
代
に
伝
え
た
い
～

名
田
島
の
昔
の
様
子
～
』
を
作
成
し
ま
し
た
。
今
後
は
、
こ
の
冊
子
を
活
用
し
て

名
田
島
に
住
む
若
年
層
の
住
民
や
児
童
に
名
田
島
の
歴
史
や
文
化
を
語
り
継
い
で

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

昔ながらの田植えの様子

名田島地区の歴史や文化伝承に取り組んでいます！
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～
農
業
体
験
を
通
じ
た
三
世
代
交
流
事
業
～

《
夜
市
小
学
校
で
の
取
組
》

Ａ　
活
動
の
経
緯

　

40
年
前
か
ら
夜
市
地
区
に
住
む
高
齢
者
と
夜
市
小
学
校
と
は
、
昔
遊
び
や
農
業

体
験
を
通
じ
た
交
流
を
行
っ
て
き
て
お
り
、
そ
の
流
れ
か
ら
現
在
の
関
わ
り
に
至
っ

て
い
ま
す
。
保
護
者
か
ら
も
農
業
体
験
の
実
施
を
望
む
声
が
多
く
、夜
市
楽
園
会
は
、

１・
２
年
生
の
玉
ね
ぎ
・
芋
作
り
、
３
年
生
の
じ
ゃ
が
い
も
作
り
、
４
年
生
の
蕎
麦

作
り
、
５
年
生
の
米
作
り
に
関
わ
っ
て
い
ま
す
。　

Ｂ　
活
動
の
概
要

　

農
業
体
験
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
充
実
と
農
業
を
通
じ
た
地
域
住
民
と
児
童
と
の

交
流
の
場
づ
く
り
と
し
て
、
新
た
な
畑
作
り
に
取
組
み
ま
し
た
。
そ
の
後
、
蕎
麦

の
種
蒔
き
か
ら
粉
挽
作
業
ま
で
を
行
い
、
仕
上
げ
の
調
理
実
習
は
、
大
田
原
自
然

の
家
の
指
導
員
の
方
か
ら
蕎
麦
の
打
ち
方
、
茹
で
方
を
教
わ
り
な
が
ら
、
参
加
者

全
員
（
約
80
名
）
で
食
事
会
を
行
い
ま
し
た
。

Ｃ　
活
動
の
工
夫

　
長
期
間
に
渡
る
活
動
の
た
め
、
活
動
者
の
確
保
に
苦
労
し
ま
し
た
が
、「
出
来
る

時
に
、
出
来
る
人
が
、
出
来
る
こ
と
を
す
る
」
と
い
う
呼
び
か
け
を
し
、
活
動
者

が
負
担
を
感
じ
な
い
よ
う
に
心
が
け
て
い
ま
す
。

山
口
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

仁
保
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会（
会
員
数
２
８
５
人
）

周
南
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

夜
市（
や
じ
）楽
園
会（
会
員
数
56
人
）

Ｄ　
活
動
の
成
果

⑴　

�

保
護
者
と
一
緒
に
活
動
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
夜
市
楽
園
会
の
知
名
度
ア
ッ

プ
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

⑵　

�

児
童
ら
に
、農
業
体
験
を
通
じ
て
、人
付
き
合
い
や
協
働
す
る
こ
と
の
大
切
さ
、

何
気
な
く
食
べ
て
い
る
野
菜
が
作
ら
れ
る
経
緯
や
生
産
者
の
想
い
を
学
ん
で

も
ら
え
ま
し
た
。

Ｅ　
活
動
で
の
課
題

⑴　

�

畑
作
り
か
ら
食
事
会
ま
で
長
期
に
渡
る
取
組
で
あ
っ
た
た
め
、
保
護
者
を
含

め
た
活
動
者
の
確
保
が
困
難
で
し
た
。
そ
の
た
め
、
会
員
だ
け
で
な
く
、
学

校
運
営
協
議
会
メ
ン
バ
ー
と
も
協
働
し
な
が
ら
活
動
者
の
確
保
に
努
め
ま
し

た
。
今
後
は
、
早
目
の
連
絡
調
整
や
活
動
実
施
を
心
が
け
て
い
き
た
い
で
す
。

⑵　

�

少
子
高
齢
化
に
と
も
な
い
、
農
業
経
験
者
が
少
な
く
な
っ
て
き
て
お
り
、
活

動
の
後
継
者
不
足
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

新たな畑作りにチャレンジ！

会員・児童・保護者による蕎麦の刈り入れの様子
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シニア活躍！地域支援担い手育成事業
～これまでの老人クラブ活動を新地域支援事業に活かそう～

Ａ　
活
動
の
具
体
的
内
容

　

毎
月
１
回
、
川
棚
公
民
館
で
、
60
歳
以
上
の
下
関
市
豊

浦
町
住
民
を
対
象
に
実
施
。「
カ
ラ
オ
ケ
」「
エ
レ
ク
ト
ー

ン
に
て
合
唱
・
手
品
」「
健
康
体
操
」
の
３
種
類
の
活
動
と

「
日
帰
り
旅
行
」
等
を
毎
月
各
一
回
ず
つ
実
施
し
、
多
様
な

通
い
の
場
づ
く
り
に
努
め
て
い
ま
す
。

Ｂ　
活
動
を
は
じ
め
た
経
緯

　

会
員
増
強
の
取
組
と
し
て
、
会
員
募
集
チ
ラ
シ
を
配
布

し
ま
し
た
が
、
新
規
会
員
の
獲
得
に
つ
な
が
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
こ
の
背
景
に
下
村
真
和
会
で
行
う
清
掃
活
動
ば
か

り
が
目
に
見
え
て
し
ま
い
、
敬
遠
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
危
機
感
を
感
じ
、
ま
ず
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
の

楽
し
さ
を
正
し
く
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え

ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
豊
浦
町
全
域
で
カ
ラ
オ
ケ
行
事
が
盛
ん
に
行

わ
れ
て
い
る
こ
と
に
着
目
し
、
下
村
真
和
会
が
日
頃
か
ら

行
っ
て
い
る
カ
ラ
オ
ケ
活
動
を
60
歳
以
上
の
豊
浦
町
住
民

を
対
象
に
広
げ
て
行
え
ば
、
老
人
ク
ラ
ブ
に
興
味
関
心
を

持
つ
人
が
増
え
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
思
い
で
活
動
を

始
め
ま
し
た
。

Ｃ　
活
動
を
行
う
上
で
の
工
夫

⑴　

�

豊
浦
町
で
は
、
ス
ナ
ッ
ク
等
が
カ
ラ
オ
ケ
大
会
を
主

催
し
て
お
り
、
高
齢
者
の
多
く
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

一
方
で
、
参
加
料
が
高
い
と
感
じ
て
い
る
参
加
者
も

い
た
こ
と
か
ら
、
本
活
動
は
低
価
格
で
楽
し
め
る
カ

ラ
オ
ケ
と
し
て
、
会
員
外
の
地
域
住
民
に
も
参
加
し

て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

⑵　

�

地
域
住
民
が
様
々
な
活
動
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
カ
ラ
オ
ケ
以
外
の
活
動
も
多
く
取
り
入
れ
た

こ
と
で
す
。

Ｄ　
活
動
を
振
り
返
っ
て
の
成
果

⑴　

�

こ
の
活
動
を
き
っ
か
け
に
準
会
員
（
活
動
の
運
営
補

佐
を
条
件
に
会
費
無
料
と
し
て
い
る
人
）
と
し
て
３

人
が
新
た
に
入
会
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

⑵　

�

活
動
を
通
じ
て
、
参
加
者
か
ら
下
村
地
区
外
の
高
齢

者
の
状
況
把
握
に
も
つ
な
が
り
ま
し
た
。
ま
た
、
下

村
真
和
会
の
日
頃
の
活
動
状
況
、
ク
ラ
ブ
活
動
の
楽

し
さ
が
伝
わ
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

地
域
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
多
様
な

　
　
　
　
　
　
　
　
通
い
の
場
づ
く
り
！

下
関
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

下
村
真
和
会（
会
員
数
37
人
）

　地域支援担い手育成事業では、老人クラブがこれまで取り組ん
できた友愛活動を活かして、新地域支援事業で求められている
※介護予防・生活支援サービスの担い手として、老人クラブが参
画することを目標としています。
　今回は、平成29年度にモデル指定した５地区の取組のうち、
３地区の取組を御紹介します。

　地域支援担い手育成事業では、老人クラブがこれまで取り組ん
できた友愛活動を活かして、新地域支援事業で求められている
※介護予防・生活支援サービスの担い手として、老人クラブが参
画することを目標としています。
　今回は、平成30年度にモデル指定した４地区の取組を御紹介
します。

シリーズ４

カラオケの様子

エレクトーン合唱とマジックショーの様子
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Ａ　
活
動
の
具
体
的
内
容
と
経
緯

⑴　

�

実
践
モ
デ
ル
ク
ラ
ブ
の
指
定
を
受
け
、
山
口
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
阿
知
須
支
部
に
お

い
て
「
担
い
手
発
掘
事
業
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
阿
知
須
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
が

実
施
す
る
、「
熟
年
式
」に
参
加
し
た
60
歳
か
ら
75
歳
ま
で
の
人（
７
１
０
人
）を
対
象
に
、

老
人
ク
ラ
ブ
や
生
活
支
援
活
動
等
へ
の
意
欲
や
参
加
状
況
に
つ
い
て
、『
高
齢
者
地
域

生
活
支
援
活
動
の
あ
り
方
に
関
す
る
住
民
意
識
調
査
』
と
題
し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

行
い
ま
し
た
。

⑵　

�

現
在
は
、
調
査
結
果
を
基
に
、
阿
知
須
支
部
若
手
委
員
会
が
中
心
と
な
っ
て
、
①
老
人

ク
ラ
ブ
の
活
性
化
、
②
阿
知
須
に
お
け
る
生
活
支
援
活
動
（
高
齢
者
の
ち
ょ
っ
と
し
た

生
活
の
困
り
事
解
決
）
の
実
践
、
③
生
活
支
援
活
動
の
担
い
手
確
保
に
向
け
て
協
議
を

進
め
て
い
ま
す
。

Ｂ　
活
動
を
行
う
上
で
の
工
夫

　
調
査
に
つ
い
て
専
門
的
な
知
識
を
持
ち
、
阿
知
須
の
事
情
に
詳
し
い
山
口
県
立
大
学
教
授

に
作
成
を
依
頼
し
、
専
門
家
の
知
恵
を
借
り
な
が
ら
、
調
査
を
行
っ
た
こ
と
で
す
。

Ｃ　
活
動
を
振
り
返
っ
て
の
成
果

⑴　

�

調
査
の
結
果
、
熟
年
式
に
参
加
し
た
方
々
が
生
活
支
援
活
動
に
関
心
を
高
く
持
っ
て
お

り
、
協
力
す
る
意
向
が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
今
後
の
取
組
に
向
け
て
前
向
き

な
気
持
ち
に
な
れ
ま
し
た
。

⑵　

�

調
査
結
果
か
ら
阿
知
須
の
老
人
ク
ラ
ブ
の
強
み
と
課
題
点
も
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
は
、
明
ら
か
に
な
っ
た
強
み
を
伸
ば
し
、
課
題
点
は
改
善
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
で
す
。

Ａ　
活
動
の
具
体
的
内
容
と
経
緯

　
平
成
元
年
よ
り
、
毎
月
１
回
、
周
防
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
周
防
地
区
住
民
を
対
象

に
実
施
し
て
い
ま
す
。
男
性
会
員
が
妻
に
先
立
た
れ
て
し
ま
っ
た
際
に
、
自
立
し
て
食
事
が

で
き
る
こ
と
を
目
的
に
開
か
れ
て
お
り
、平
成
31
年
１
月
に
は
３
３
３
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

Ｂ　
活
動
の
実
施
方
法

⑴　
会
長
が
年
間
行
事
予
定
表
を
作
成
し
、
参
加
者
に
配
布
し
て
い
ま
す
。

⑵　
参
加
者
は
予
定
表
を
見
て
、
自
分
の
都
合
の
良
い
日
に
参
加
で
き
ま
す
。

⑶　
女
性
部
会
員
が
、
献
立
表
の
作
成
及
び
食
材
の
買
い
出
し
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

⑷　
当
日
は
、女
性
部
会
員
が
４
班
に
分
か
れ
、参
加
者
に
調
理
方
法
を
指
導
し
て
い
ま
す
。

⑸　
食
後
に
、
次
回
の
出
欠
確
認
及
び
献
立
や
旅
行
先
等
を
話
し
合
っ
て
い
ま
す
。

Ｃ　
活
動
を
行
う
上
で
の
工
夫

　
料
理
教
室
の
他
に
お
花
見
の
会
等
の
季
節
行
事
も
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
年
度
は
健

康
教
室
を
取
り
入
れ
て
お
り
、
参
加
者
は
自
分
の
興
味
の
あ
る
活
動
を
選
ん
で
参
加
で
き
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

Ｄ　
活
動
を
振
り
返
っ
て
の
成
果

　
料
理
を
習
い
た
く
て
参
加
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
会
員
と
な
っ
て
い
る
人
も
い
ま
す
。

実
際
に
60
代
前
半
の
方
が
入
会
し
ま
し
た
。
こ
う
し
た
多
様
な
取
組
を
行
う
こ
と
が
、
若
い

人
の
興
味
を
引
く
こ
と
に
つ
な
が
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

～
地
域
に
何
が
求
め
ら
れ
て
い
る
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
調
べ
て
実
践
！
～

山
口
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

阿
知
須
支
部（
会
員
数
６
９
４
人
）

～
多
様
な
活
動
を
選
ん
で
参
加
！

　
　
　
　
　
「
男
性
料
理
教
室
」の
取
組
～

光
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

周
防
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会（
会
員
数
２
８
５
人
）

若手委員を中心に調査結果の
分析に取組みました。
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Ａ　
活
動
の
具
体
的
内
容
と
経
緯

　
「
桜
木
地
区
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
の
集
い
」
は
、
桜
木
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
員
の

健
康
づ
く
り
と
仲
間
づ
く
り
を
目
的
と
し
て
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
ボ
ウ
リ
ン
グ
遊
び
や
輪

投
げ
遊
び
等
を
単
位
ク
ラ
ブ
対
抗
戦
で
楽
し
み
な
が
ら
活
動
し
て
お
り
、
毎
回
１
３
０
人
以

上
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
モ
デ
ル
ク
ラ
ブ
の
指
定
を
受
け
た
こ
と
を
機
に
例
年
１
回
の
開
催

で
し
た
が
、
平
成
30
年
度
は
年
２
回
（
６
月
、
11
月
）
実
施
し
ま
し
た
。

Ｂ　
活
動
の
実
施
方
法

　
毎
月
１
回
（
第
３
水
曜
）
に
あ
る
「
協
議
会
」
に
て
、
各
単
位
老
人
ク
ラ
ブ
の
役
員
（
35

人
）
が
集
ま
り
、
ス
ポ
ー
ツ
の
集
い
の
計
画
か
ら
当
日
の
準
備
、
実
施
も
担
っ
て
い
ま
す
。

Ｃ　
活
動
を
行
う
上
で
の
工
夫

⑴　

�

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
と
い
っ
た
競
技
だ
と
参
加
し
づ
ら
い
人
も
、“
遊

び
”
感
覚
で
気
軽
に
参
加
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
内
容
を
考
え
る
よ
う
に
し
て
お
り
、

今
年
度
は
新
た
に
ス
カ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
取
り
入
れ
ま
し
た
。

⑵　

�

今
年
度
か
ら
、桜
木
地
区
に
あ
る
「
地
域
密
着
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
く
す
の
き
苑
」

と
協
同
し
て
、
健
康
相
談
と
健
康
チ
ェ
ッ
ク
の
ブ
ー
ス
等
を
設
け
ま
し
た
。
参
加
者
は

各
競
技
の
合
間
に
健
康
測
定
コ
ー
ナ
ー
で
血
圧
等
を
測
っ
た
り
、
福
祉
器
具
を
試
行
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
競
技
の
合
間
に
ブ
ー
ス
で
楽
し
め
る
の
で
、
手
持
無
沙
汰
に
な
る
こ

と
も
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

Ｄ　
活
動
を
振
り
返
っ
て
の
成
果

⑴　

�

平
成
29
年
４
月
に
周
南
市
に
お
け
る
第
２
層
協
議
体
と
し
て
桜
木
地
区
に
「
共
に
創
る

桜
木
ま
ち
づ
く
り
の
集
い
（
以
下
、
ま
ち
づ
く
り
の
集
い
）」
が
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。

⑵　

�

桜
木
地
区
コ
ミ
ュ
二
テ
ィ
推
進
協
議
会
を
中
心
に
桜
木
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
、
地

区
社
協
、
地
区
民
協
、
福
祉
員
協
議
会
等
の
関
係
機
関
が
参
画
し
、
住
民
が
主
体
と
な

り
「
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
桜
木
地
区
に
し
よ
う
」
と
い
う
思
い
で
、
今
後
、
深

刻
化
す
る
高
齢
化
を
見
据
え
た
町
づ
く
り
が
進
ん
で
い
ま
す
。

⑶　

�

老
人
ク
ラ
ブ
は
、
こ
の
ま
ち
づ
く
り
の
集
い
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
友
愛
活
動
や
仲

間
づ
く
り
の
活
動
経
験
を
生
か
し
て
い
ま
す
。

～
関
係
機
関
と
連
携
し
た
取
組
①

「
桜
木
地
区
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
の
集
い
」～

周
南
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

桜
木
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会（
会
員
数
４
１
０
人
）

～
関
係
機
関
と
連
携
し
た
取
組
②

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
共
に
創
る
桜
木
ま
ち
づ
く
り
の
集
い
」～

今年はスカットボールに
チャレンジ！

☆協議体とは☆
　新地域支援事業を推進するために、多機関が
集まり、「定期的な情報の共有・連携強化の場」
として、設置されています。
　協議体には、第１層協議体（市町域）と第２
層協議体（小中学校圏域）があり、山口県内で
も徐々に設置が進められています。

老人クラブの日頃の実践を地域の支え合いに生かしています！！

☆
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令
和
元
年
７
月
４
日
（
木
）
７
月
５
日
（
金
）
の
２
日
間
に
お
い
て
、
中
国
・

四
国
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会
が
高
知
県
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
光
市
か
ら
は
、
私
一
人

で
初
の
参
加
で
少
し
心
細
さ
も
あ
り
ま
し
た
が
、
山
口
県
か
ら
は
職
員
も
含
め
９

人
の
方
が
参
加
さ
れ
心
強
い
限
り
で
し
た
。
令
和
最
初
の
研
修
会
で
は
中
国
・
四

国
老
人
ク
ラ
ブ
の
会
員
３
２
８
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
こ
の
研
修
会
で
多
く
の
事

を
学
び
感
銘
も
受
け
ま
し
た
。
そ
の
中
で
自
分
の
心
に
残
っ
た
も
の
を
記
述
し
ま

す
。
ま
ず
最
初
の
基
調
講
演
で
は
、
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
よ
り
「
５
か
年
の

会
員
増
強
運
動
と
今
後
の
方
向
性
」
が
報
告
さ
れ
約
81
万
人
も
の
会
員
が
減
り
、

会
員
を
減
少
さ
せ
な
い
た
め
に
は
ど
う
す
る
か
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
高
齢
者

が
身
近
な
組
織
や
グ
ル
ー
プ
へ
積
極
的
に
参
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
心
身
に
プ
ラ

ス
の
影
響
を
あ
た
え
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。
将
来
に
向
か
っ
て
は
健
康

長
寿
の
実
現
を
付
け
加
え
る
こ
と
が
重
要
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
こ
の
後
は
各
ク
ラ

ブ
の
発
表
者
で
９
例
の
事
例
を
発
表
さ
れ
、
山
口
県
か
ら
は
周
南
市
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
会
長
が
「
越
境
型
会
員
増
強
運
動
に
つ
い
て
」
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
さ
す

が
四
国
な
ら
で
は
と
思
っ
た
発
表
が
「
四
国
遍
路
と
お
接
待
」
で
す
。
歩
き
遍
路

さ
ん
に
お
接
待
を
実
施
、
老
人
会
パ
ワ
ー
を
発
揮
し
一
期
一
会
の
生
き
て
い
る
意

味
の
大
切
さ
を
大
事
に
し
、
お
接
待
を
続
け
ま
す
と
結
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
今
回

の
研
修
会
で
得
た
こ
と
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
会
員
を
増
や
す
こ
と
も
で
す
が
、
ま

ず
減
ら
さ
な
い
た
め
に
は
ど
う
す
る
か
考
え
、
地
域
で
の
人
と
人
・
心
と
心
を
つ

な
ぐ
活
動
、
平
均
寿
命
よ
り
健
康
寿
命
を
３
歳
延
ば
す
、
な
ど
を
鑑
み
老
人
ク
ラ

ブ
活
動
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
老
人
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
　
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
に
参
加
し
て

光
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会 

交
通
安
全
部
長　

中
村　
雅
裕

左から2人目が筆者
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中
村
町
寿
会
の
あ
る
光
市
は
、
１
９
４
３
年
（
昭
和

18
年
）
光
町
と
室
積
町
が
合
併
し
て
光
市
に
、さ
ら
に
、

２
０
０
４
年
（
平
成
16
年
） 

に
大
和
町
と
合
併
し
て
現

在
の
光
市
に
な
り
ま
し
た
。
中
村
町
は
光
市
の
西
側
に

位
置
し
、
活
動
拠
点
で
あ
る
中
村
自
治
会
館
は
、
光
市

駅
か
ら
北
東
に
１
㎞
の
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。

　
頑
婆
朗
会
（
ガ
ン
バ
ロ
ウ
カ
イ
）
と
命
名
し
た
の
は

年
を
重
ね
て
も
明
る
く
朗
ら
か
に
笑
っ
て
頑
張
ろ
う
と

い
う
期
待
を
込
め
て
い
ま
す
。

　

平
成
24
年
よ
り
女
性
部
主
体
で
活
動
し
て
い
ま
す

が
、
男
性
に
も
声
掛
け
し
て
参
加
を
促
し
て
い
ま
す

（
男
性
25
名　
女
性
49
名
）。
サ
ロ
ン
は
、
年
３
、４
回

（
１
月
20
日
、
５
月
26
日
、
９
月
28
日
）
中
村
自
治
会

館
で
開
催
し
て
い
ま
す
。
皆
で
一
緒
に
準
備
体
操
（
自

彊
術
（
ジ
キ
ョ
ウ
ジ
ュ
ツ
））
を
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま

す
。
続
い
て
輪
投
げ
、
ト
ラ
ン
プ
、
花
札
な
ど
途
中

昼
食
を
と
り
な
が
ら
ワ
イ
ワ
イ
と
交
流
を
深
め
て
い

ま
す
。
参
加
費
は
昼
食
代
、
輪
投
げ
の
景
品
（
２
０
０

円
前
後
の
品
）
込
み
の
５
０
０
円
で
す
。
み
ん
な
で

一
緒
に
囲
む
昼
食
は
お
し
ゃ
べ
り
も
弾
み
、
野
菜
た
っ

ぷ
り
の
ト
ン
汁
も
ふ
る
ま
っ
て
と
て
も
元
気
が
出
ま

す
。
最
近
皆
さ
ん
が
熱
中
し
て
い
る
の
は
ト
ラ
ン
プ
で

す
。
７
な
ら
べ
の
変
形
で
Ａ
と
Ｋ
が
隣
接
す
る
と
み

な
す
ル
ー
ル
で
遊
び
ま
す
。
７
～
Ｋ
ま
で
が
並
ん
で

い
る
場
合
、
２
が
出
て
い
な
く
て
も
Ａ
を
出
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
次
に
出
す
カ
ー
ド
の
順
番
が
変
更
さ
れ
る

と
こ
ろ
が
お
も
し
ろ
く
、
あ
っ
と
い
う
間
に
時
間
が

過
ぎ
て
い
き
ま
す
。
参
加
者
は
毎
回
35
名
前
後
で
す
。

皆
さ
ん
健
康
第
一
で
、
ず
っ
と
続
け
て
い
け
る
よ
う

仲
良
く
笑
顔
で
参
加
し
て
も
ら
い
た
い
と
願
っ
て
い

ま
す
。

中村町寿会（女性部）頑婆朗会（ガンバロウカイ）
光市浅江中村町　女性部長　宮崎　照子
■活動開始年：平成 24年
■参 加 場 所：中村自治会館
■参　加　費：500円（お弁当、トン汁、賞品を含む）
■サロン活動：年３〜４回

サロン紹介

昼食会場トランプ大会

自彊術体操
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「
優
し
さ
・
気
く
ば
り
・

�

仲
間
づ
く
り
」

 　

岩
国
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
は
平
成

18
年
、
8
市
町
村
の
広
域
合
併
後
、
直

ち
に
岩
国
市
老
連
と
し
て
合
弁
調
印
を

行
い
環
境
的
に
も
変
化
の
大
き
い
条
件

の
中
で
も
他
の
団
体
と
の
整
合
性
を
保

ち
な
が
ら
諸
活
動
を
推
進
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。
全
国
的
に
主
活
動
と
し
て
推

進
し
て
き
て
い
ま
す
会
員
増
員
活
動
を

ス
タ
ー
ト
す
る
と
同
時
に
ス
ロ
ー
ガ
ン

を
「
優
し
さ
・
気
く
ば
り
・
仲
間
づ
く
り
」

と
し
て
現
状
の
各
支
部
の
実
態
を
把
握

し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

わ
が
ま
ち
の
老
人
ク
ラ
ブ
～
市
町
・
支
部
老
連
の
活
動
を
紹
介
～

Ｖ
Ｏ
Ｌ
．
７　
岩
国
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

文化祭式典の模様

歴史を重ねる文化祭での芸能発表
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１　
活
動
の
特
徴

　

ク
ラ
ブ
（
6
ク
ラ
ブ
）
へ
の
参
加
と
年
間
の
最
大

の
行
事
と
し
て
実
施
し
て
い
る
老
連
行
事
へ
の
参

加
率
も
開
催
場
所
を
毎
年
各
支
部
毎
に
選
定
し
、
地

域
の
自
然
環
境
の
変
化
を
満
喫
し
な
が
ら
笑
顔
と

語
ら
い
の
中
で
実
施
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
少
な
か

ら
ず
会
員
の
増
強
に
も
連
動
し
て
い
る
と
受
け
止

め
て
い
ま
す
。

２　
若
手
委
員
会
の
組
織
作
り

　

単
位
ク
ラ
ブ
の
脱
退
解
散
の
大
き
な
要
因
は
後
継

者
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
不
足
に
あ
り
、
団
塊
の
世
代
が

令
和
7
年
に
後
期
高
齢
者
に
仲
間
入
り
す
る
前
に
確

実
な
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
が
完
了
し
て
い
る
活
動
組
織
の

構
築
を
め
ざ
し
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

３�　
岩
国
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営

に
参
画

　

平
成
26
年
5
月
よ
り
、
老
連
は
市
民
団
体
と
し
て

運
営
協
議
に
参
加
し
、
老
連
の
日
常
の
諸
活
動
は
介

護
の
予
防
策
の
一
環
で
あ
り
自
活
互
助
の
日
常
生
活

へ
の
実
質
行
動
の
具
体
策
を
提
言
し
て
ま
い
り
ま

す
。
こ
う
し
た
推
進
策
は
会
員
増
強
へ
の
施
策
で
あ

り
、
少
な
く
と
も
市
老
連
全
体
で
年
間
50
名
以
上
の

仲
間
の
増
員
を
目
標
に
ク
ラ
ブ
活
動
に
携
わ
っ
て
参

り
ま
す
。

高齢者死亡交通事故現場での講習会

参加者の多いグラウンドゴルフ大会 文化祭での作品展示品の数々

フォークダンスの定期講習会に活気あふれる
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「
会
員
同
士
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
」

 　

阿
武
町
は
、
３
地
区
（
奈
古
・
宇
田
郷
・
福
賀
）
か
ら
な
り
、
海
と
山
に
恵
ま

れ
た
人
口
３
千
３
百
人
ほ
ど
の
町
で
す
。
阿
武
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
に
は
、
現

在
約
２
０
０
人
の
会
員
さ
ん
が
加
入
し
て
い
ま
す
。
主
な
活
動
は
、
３
地
区
合
同

で
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
や
県
内
外
へ
の
研
修
視
察
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ

れ
の
地
区
の
ク
ラ
ブ
活
動
と
し
て
は
、
こ
ん
に
ゃ
く
を
作
り
地
元
の
お
祭
り
で
の

販
売
や
カ
ラ
オ
ケ
教
室
、
研
修
旅
行
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
は
、
平
成
23
年
か
ら
年
1
回
開
催
だ
っ
た
も
の
を
年

わ
が
ま
ち
の
老
人
ク
ラ
ブ
～
市
町
・
支
部
老
連
の
活
動
を
紹
介
～Ｖ

Ｏ
Ｌ
．
８　
阿
武
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

グラウンドゴルフ大会

2
回
開
催
と
し
ま
し
た
。

　

不
思
議
と
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
は
天
候
に
恵

ま
れ
る
こ
と
が
多
く
、
雨
天
中
止
に
な
っ
た
こ
と
が

ほ
と
ん
ど
な
く
、
毎
回
40
人
く
ら
い
の
会
員
さ
ん
が

参
加
さ
れ
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

研
修
視
察
は
、
毎
年
役
員
会
で
行
き
先
を
話
し
合

い
決
め
て
い
ま
す
。
高
齢
者
を
狙
っ
た
特
殊
詐
欺
が

話
題
に
な
っ
た
際
に
は
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
「
ま

な
べ
る
」
で
詐
欺
に
か
か
ら
な
い
よ
う
に
知
識
を
学

ん
だ
り
、
広
島
県
の
大
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
へ
歴
史
を

学
び
に
行
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

阿
武
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
で
は
、
年
々
高
齢
化

に
よ
る
会
員
減
少
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
新
し

い
会
員
を
増
や
す
た
め
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
な
ど

共
通
の
楽
し
み
を
持
つ
友
人
や
興
味
を
持
た
れ
て
い

る
人
を
誘
う
こ
と
で
、
会
員
数
の
維
持
に
つ
な
げ
て

い
ま
す
。
各
行
事
を
通
じ
て
、
地
区
を
越
え
た
会
員

同
士
の
つ
な
が
り
を
大
事
に
し
、
健
康
維
持
に
努
め
、

生
き
が
い
と
な
る
よ
う
な
ク
ラ
ブ
を
目
指
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

消費生活センター「まなべる」グラウンドゴルフ大会

− 13 −



　老人クラブ会員の皆様には、交通安全県民運動に積極的に参加していただいております。
　５月11日（土）から20日（月）までの10日間にわたって行われる春の全国交通安全運動実施期間に合わ
せて県民総参加の運動として展開することをアピールするため出発式が行われ、西川前県老連会長が出席され、
県知事からメッセージをいただきました。
　各市町老人クラブ連合会においても、交通安運動期間中、交通安全キャンペーン実施にそなえて、様々な活
動を行っています。
　柳井市老人クラブ連合会では、女性部をはじめ、各サロン、個人の方々で作製された交通安全マスコットを
柳井警察署へ贈呈しています。皆様の心のこもったマスコット約500個が地域の交通安全活動に役立ってい
ます。
　山口市老人クラブ連合会山口支部では、日帰り研修旅行において、高齢者の交通事故防止を交通安全運動の
チラシで説明、反射材（たすき型）を配布しました。
　岩国市老人クラブ連合会では、交通安全に関するクイズや交通マナーの習得を競技の中に取り入れた「交通
安全マナーアップグラウン
ドゴルフ大会」を開催して
います。
　山口県内で発生する人身
事故件数の死者数の約５割
を高齢者が占めています。
高齢者を取り巻く交通環境
は非常にきびしくなってい
ます。老人クラブ会員の皆
様で交通事故「ゼロ」をめ
ざしていきましょう。

≪交通安全対策の推進について≫
　交通安全対策の推進につきましては、平素から格別の御理解と熱意ある取組を賜り、心から感謝申し上げます。
　悲惨な交通事故を防止し、日々の生活を安心して安全に暮らすことができる社会を築いていくことは、全ての県
民の願いです。
昨年の県下の交通情勢は、前年に比べ、人身事故発生件数、死者数、負傷者数はいずれも減少しましたが、死者数
に占める高齢者の割合は依然として高い状況にあります。
こうした中、５月11日から５月20日までの10日間行われる「2019年春の交通安全運動」では、運動の重点として、
　○子供と高齢者の安全な通行の確保と高齢運転者の交通事故防止
　○自転車の安全利用の促進
　○全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底
　○飲酒運転の根絶
　○スピードダウンの推進
　○反射材・ハイビームの活用促進
の６点を掲げ、事故防止対策に取り組むこととしています。
また、今年度から新たに始めた観光プロモーション「YAMAGUCHI　MAGIC」の展開等により増加する国内外
からの観光客に対して、優しく親切な交通マナーで接する「おもてなし交通安全」を推進し、「交通安全県やまぐち」
の実現を目指します。
　令和元年スタートに当たり、貴職には、「住みよい山口　いつも心に交通安全」のスローガンのもと、交通安全
意識の高揚に一層努められるとともに、「春の交通安全運動」が県民総参加の運動となり、大きな成果を上げるこ
とができますよう、積極的な取組をお願い申し上げます。
　令和元年５月 10日

山口県知事  村  岡  嗣  政

高齢者の交通安全県民運動について

柳井市老連マスコット贈呈式県知事メッセージ受け取り

一般財団法人山口県老人クラブ連合会は、交通安全運動を推進しています。
毎月１日（４月と１月は８日）は「県民交通安全の日」。毎月15日は「高齢者の交通安全日」

山口県交通安全スローガン　住みよい山口　いつも心に　交通安全
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一
般
財
団
法
人 

山
口
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会 

事
業
報
告
の
概
要

平
成
30
年
度
の
事
業
報
告
に
つ
い
て
、
重
点
事
業
と
新
規
事
業
の
概
要
を
報
告
し
ま
す
。

な
お
、
事
業
報
告
の
詳
細
及
び
決
算
報
告
に
つ
い
て
は
、
県
老
連
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

平成
30年度

重
点
事
業

１�　
「
山
口
県
１
万
人
会
員
増
強
運
動
」
の
推
進
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
の

活
性
化
促
進

　
５
か
年
計
画
の
最
終
を
迎
え
る
「
山
口
県
１
万
人
会
員
増
強
運
動
」

に
つ
い
て
、
会
員
一
人
一
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
運
動
を
推
進
す

る
と
と
も
に
、
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
の
魅
力
を
地
域
に
積
極
的
に
発
信

し
た
。

⑴　
重
点
目
標
の
推
進

　
ア�　
解
散
ク
ラ
ブ
防
止
に
向
け
た
組
織
内
連
携
の
強
化

　
　
・「
市
老
連
」
は
「
地
区
・
校
区
老
連
」
と
の
交
流
強
化

　
　
・‌�「
町
老
連
（
支
部
老
連
）」「
地
区
・
校
区
老
連
」
は
「
単
位
ク

ラ
ブ
」
と
の
交
流
強
化

　
イ�　

未
結
成
地
域
へ
の
新
規
ク
ラ
ブ
創
設
、
休
会
ク
ラ
ブ
の
復
活

（
再
開
）
へ
の
取
組

　
ウ�　

単
位
ク
ラ
ブ
で
の
２
人
以
上
の
会
員
増
に
向
け
た
会
員
全
体

で
の
加
入
声
か
け
運
動
の
推
進

⑵　
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
の
積
極
的
な
Ｐ
Ｒ
の
展
開

　
ア　
会
員
増
強
運
動
チ
ラ
シ
の
活
用

　
イ�　

地
域
メ
デ
ィ
ア
（
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
、
地
域
情
報
誌
、
市
町

広
報
誌
等
）
の
活
用
促
進

　
ウ　
山
口
県
社
協
公
用
車
へ
の
Ｐ
Ｒ
マ
グ
ネ
ッ
ト
の
掲
示

２�　
シ
ニ
ア
活
躍
！
地
域
支
援
担
い
手
育
成
事
業
の
実
施
【
県
委
託

事
業
】
及
び
新
地
域
支
援
事
業
へ
の
参
画
推
進

　
こ
れ
ま
で
老
人
ク
ラ
ブ
が
取
り
組
ん
で
き
た
友
愛
活
動
や
健
康
づ

く
り
の
経
験
を
活
か
し
て
、
新
地
域
支
援
事
業
へ
の
参
画
に
向
け
た

担
い
手
の
育
成
と
モ
デ
ル
地
区
の
指
定
に
よ
る
生
活
支
援
、
介
護
予

防
活
動
の
実
践
強
化
を
図
っ
た
。

⑴　
地
域
支
援
事
業
専
門
推
進
員
〔
県
老
連
〕
の
配
置

⑵　
実
践
モ
デ
ル
地
区
の
指
定

　
　

 

下
関
市
、
山
口
市
、
光
市
、
周
南
市
を
指
定
し
た
。

⑶　
先
進
地
事
例
視
察
の
実
施

⑷�　
活
動
推
進
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
の
開
催

⑸　
活
動
推
進
リ
ー
ダ
ー
の
養
成

⑹　
実
践
活
動
報
告
会
の
開
催

⑺�　
実
践
活
動
報
告
書
の
作
成　
「
実
践
報
告
書
」
を
７
５
０
部
作
成

し
、
各
市
町
老
連
、
関
係
機
関
等
へ
配
布
し
た
。

３�　
「
生
き
が
い
づ
く
り
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
育
成
【
共
同
募
金

事
業
】

　

定
年
前
の
勤
労
者
に
対
し
て
地
域
支
援
活
動
へ
の
参
加
を
促
進
す

る
た
め
、
平
成
２
９
年
度
に
設
置
し
た
「
高
齢
者
の
地
域
支
援
活
動

を
促
進
す
る
た
め
の
調
査
研
究
委
員
会
」
で
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開

発
し
、
生
き
が
い
づ
く
り
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
養
成
研
修
会
を
実
施

し
た
。

４�　
各
市
町
老
連
女
性
委
員
会
の
活
性
化

　

魅
力
あ
る
老
人
ク
ラ
ブ
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
各
市
町
老
連
女

性
委
員
会
の
連
携
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
広
く
地
域
の
高
齢
者
と

と
も
に
健
康
づ
く
り
・
介
護
予
防
活
動
の
推
進
を
図
っ
た
。

５�　
山
口
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
若
手
委
員
会
の
組
織
化

　

こ
れ
か
ら
の
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
を
担
う
若
手
リ
ー
ダ
ー
の
発
掘
、

養
成
す
る
と
と
も
に
、
若
手
な
ら
で
は
の
活
動
を
検
討
し
、
老
人
ク

ラ
ブ
活
動
の
よ
り
一
層
の
魅
力
ア
ッ
プ
と
発
信
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
県
老
連
若
手
委
員
会
の
設
置
促
進
に
取
り
組
ん
だ
。

⑴　
県
老
連
若
手
委
員
会
の
設
置
に
向
け
た
取
組　

　
　

 

市
町
老
連
若
手
代
表
者
会
議
の
開
催

⑵　
市
町
老
連
の
若
手
委
員
会
設
置
へ
の
支
援

新
規
事
業
・
主
要
事
業 

１�　
老
人
ク
ラ
ブ
組
織
間
の
連
携
強
化
に
関
す
る
事
業

⑴　
市
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
運
営
研
究
協
議
会
の
開
催

⑵　

�

市
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
・
女
性
代
表
・
事
務
局
長
連
絡

会
議
の
開
催

⑶　
市
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
巡
回
訪
問
の
実
施

⑷�　
新
「
村
お
こ
し
町
お
こ
し
運
動
」
推
進
事
業

２�　
健
康
づ
く
り
・
介
護
予
防
活
動
の
推
進
に
関
す
る
事
業

⑴　

�

い
き
い
き
ク
ラ
ブ
体
操
、高
齢
者
向
け
体
力
測
定
、健
康
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
の
普
及
啓
発

⑵　

�

第
16
期
健
康
づ
く
り
中
央
セ
ミ
ナ
ー
〔
全
老
連
〕
へ
の
参
加

促
進

３　
友
愛
活
動
の
推
進
に
関
す
る
事
業

⑴　
高
齢
者
相
互
支
援
活
動
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

⑵　

�

第
24
回
在
宅
福
祉
を
支
え
る
友
愛
活
動
セ
ミ
ナ
ー
〔
全
老
連
〕

へ
の
派
遣

⑶　

�

山
口
県
地
域
福
祉
推
進
セ
ミ
ナ
ー
〔
県
社
協
主
催
〕
へ
の
参
加

促
進

４�　
地
域
貢
献
、
安
心
・
安
全
な
地
域
づ
く
り
の
推
進
に
関
す
る
事
業

⑴　

�

地
域
で
活
躍
！
シ
ニ
ア
社
会
貢
献
活
動
推
進
事
業
の
実
施

⑵　

�

全
国
一
斉
「
社
会
奉
仕
の
日(

９
月
20
日)

」
の
実
践

⑶　

�

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
が
実
施
す
る
保
健
福
祉
専
門
職

に
よ
る
被
災
者
に
対
す
る
聞
き
取
り
調
査
へ
の
協
力
促
進

⑷�　
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
の
取
組

⑸　
高
齢
者
の
消
費
者
被
害
（
う
そ
電
話
詐
欺
等
）
防
止
の
取
組

⑹　

�

高
齢
者
の
住
宅
防
火
対
策
（
住
宅
用
火
災
警
報
器
設
置
）
の
普
及

啓
発

５　
生
き
が
い
づ
く
り
、
世
代
間
交
流
の
推
進
に
関
す
る
事
業

⑴　

�

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
山
口
２
０
１
８
（
山
口
県
健
康
福
祉
祭
）
文
化

活
動
交
流
会
in
萩
の
開
催

６　
調
査
研
究
、
広
報
、
普
及
活
動
に
関
す
る
事
業

⑴　
市
町
老
連
活
動
実
態
調
査

⑵　

�

広
報
誌
の
発
行
等

　
　
「
き
ら
ら
シ
ニ
ア
山
口
」（
３
，
０
０
０
部
、
年
２
回
）
の
発
行

⑶　
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
を
支
え
る
図
書
、
保
険
、
会
員
章
の
普
及
拡
大

⑷�　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
管
理
運
営

⑸　
「
憩
い
の
家
」
指
定
施
設
の
普
及
拡
大

⑹　

�「
老
人
の
日(

９
月
15
日)

・
老
人
週
間(

９
月
15
日
～
21
日)

」
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科　　　目 当年度 前年度 増　減
Ⅰ　一般正味財産増減の部
　１．経常増減の部
　　⑴　経常収益
　　　　　基本財産運用益
　　　　　　基本財産受取利息 64 64
　　　　　特定資産運用益
　　　　　　特定資産受取利息 759,967 1,083,095 -323,128
　　　　　受取会費
　　　　　　会費収益 5,114,400 5,291,200 -176,800
　　　　　事業収益
　　　　　　事業収益 190,817 196,358 -5,541
　　　　　助成金収益
　　　　　　会員章拠金収益 52,000 28,000 24,000
　　　　　共同募金分配金収益
　　　　　　共同募金分配金収益 1,120,000 1,200,000 -80,000
　　　　　受取補助金等
　　　　　　事業運営費補助金 1,166,000 878,000 28,000
　　　　　　活動推進員設置補助金 3,902,000 4,068,000 -166,000
　　　　　　高齢者相互支援推進啓発補助金 80,000 -80,000
　　　　　　文化活動交流会開催事業補助金 1,062,000 1,461,000 -399,000
　　　　　　シニア社会貢献活動推進事業補助金 453,000 535,000 -82,000
　　　　　　地域支援担い手育成事業補助金 8,384,000 8,384,000
　　　　　雑収益
　　　　　　受取利息 53 34 19
　　　　　　雑収入 20,000 -20,000
　　　　経常収益計 22,204,301 23,224,751 -1,020,450
　　⑵　経常費用
　　　　　事業費
　　　　　　賃金 474,500 474,500
　　　　　　諸謝金 648,350 942,750 -294,400
　　　　　　会議費 64,815 80,514 -15,699
　　　　　　旅費交通費 2,702,500 1,034,330 1,668,170
　　　　　　委員等報酬 27,600 55,200 -27,600
　　　　　　通信運搬費 515,000 933,683 -418,683
　　　　　　消耗品費 267,391 250,300 17,091
　　　　　　印刷製本費 1,872,033 1,746,079 125,954
　　　　　　賃借料 630,000 608,680 21,320
　　　　　　保険料 26,255 22,500 3,755
　　　　　　業務委託費 235,552 495,898 -260,346
　　　　　　広告宣伝費 38,880 -38,880
　　　　　　租税公課 10,000 10,000
　　　　　　支払負担金 9,471,000 10,048,075 -577,075
　　　　　　支払助成金 1,689,821 1,517,038 172,783
　　　　　　支払手数料 14,256 12,788 1,4468
　　　　　　表彰弔慰費 138,427 114,240 24,187
　　　　　　雑費 38,000 31,000 7,000

科　　　目 当年度 前年度 増　減
　　　　　管理費
　　　　　　旅費交通費 225,000 170,500 54,500
　　　　　　会議費 8,421 4,762 3,659
　　　　　　消耗品費 144,504 144,504
　　　　　　印刷製本費 45,150 45,150
　　　　　　通信運搬費 35,500 3,900 31,600
　　　　　　業務委託費 103,680 103,680
　　　　　　賃借料 78,392 30,769 47,623
　　　　　　支払負担金 2,584,681 1,491,925 1,092,756
　　　　　　支払手数料 9,072 3,046 6,026
　　　　　　雑費 40,664 40,664
　　　　　　租税公課 125,100 115,900 9,200
　　　　　経常費用計 22,225,664 19,866,437 2,359,227
　　　　　　評価損益等調整前当期経常増減額 -21,363 3,358,314 -3,379,677
　　　　　　評価損益等計
　　　　　　当期経常増減額 -21,363 3,358,314 -3,379,677
　２．経常外増減の部
　　⑴　経常外収益
　　　経常外収益計
　　⑵　経常外費用
　　　経常外費用計
　　　　当期経常外増減額
　　　　税引前当期一般正味財産増減額 -21,363 3,358,314 -3,379,677
　　　　当期一般正味財産増減額 -21,363 3,358,314 -3,379,677
　　　　一般正味財産期首残高 204,810,849 203,734,843 1,076,006
　　　　一般正味財産期末残高 204,789,486 207,093,157 -2,303,671
Ⅱ　指定正味財産増減の部
　　　　当期指定正味財産増減額
　　　　指定正味財産期首残高
　　　　指定正味財産期末残高
　　　　当期基金増減額
　　　　基金期首残高
　　　　基金期末残高
Ⅲ　正味財産期末残高 204,789,486 207,093,157 -2,303,671

（単位：円）

正味財産増減計算書
平成30年４月１日から平成31年３月31日まで

の
普
及
啓
発

⑺�　
�「

健
康
福
祉
月
間(

10
月)

」「
生
涯
現
役
社
会
づ
く
り
推
進
月
間

(
10
月)

」
の
普
及
啓
発

７　
表
彰
弔
慰
に
関
す
る
事
業

⑴　

�

山
口
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
表
彰（
特
別
功
労
者
、一
般
功
労
者
、

優
良
老
人
ク
ラ
ブ
、
協
助
者
、
新
「
村
お
こ
し
町
お
こ
し
運
動
」

推
進
模
範
会
員
、「
１
万
人
会
員
増
強
運
動
」
模
範
活
動
）

⑵　

�

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
表
彰
（
育
成
功
労
者
、
優
良
老
人
ク

ラ
ブ
、優
良
郡
市
区
町
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
、永
年
勤
続
職
員
）

の
推
薦

⑶　

�

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
「
活
動
賞
」（
健
康
づ
く
り
活
動
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
そ
の
他
の
活
動
）
の
推
薦

⑷　

�

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
「
１
０
０
万
人
会
員
増
強
運
動
特
別

賞
」
の
推
薦

⑸　

�

山
口
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
弔
慰
規
程
に
基
づ
く
弔
慰
（
弔
辞

及
び
香
華
料
）

８　
政
策
提
言
・
要
望
活
動
に
関
す
る
事
業

⑴　
第
68
回
山
口
県
総
合
社
会
福
祉
大
会
部
会
報
告

⑵　
自
由
民
主
党
山
口
県
連
要
望

⑶　
山
口
県
知
事
要
望

⑷　
山
口
県
市
長
会
・
町
村
会
要
望

９　
関
係
機
関
・
団
体
と
の
連
携
に
関
す
る
事
業

⑴　
県
行
政
機
関
等
、
関
係
機
関
・
団
体
と
の
連
携

　

高
齢
者
福
祉
の
推
進
や
生
涯
現
役
社
会
づ
く
り
、
健
康
づ
く

り
介
護
予
防
、
交
通
安
全
、
地
域
安
全
関
連
等
の
関
係
機
関
、

関
係
団
体
と
の
連
携
・
協
働
に
努
め
た
。 

⑵　

�

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
山
口
２
０
１
８
（
山
口
県
健
康
福
祉
祭
）
ス

ポ
ー
ツ
文
化
交
流
大
会
総
合
大
会
の
主
催

⑶　

�

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
山
口
２
０
１
８
（
山
口
県
健
康
福
祉
祭
）「
美

術
展
」
の
主
催

⑷　
第
68
回
山
口
県
総
合
社
会
福
祉
大
会
の
主
催

⑸　

�

山
口
ゆ
め
花
博
（
第
35
回
全
国
都
市
緑
化
や
ま
ぐ
ち
フ
ェ
ア
）

に
向
け
た
協
力

10　
組
織
運
営
・
管
理
に
関
す
る
事
業

⑴　
法
人
の
運
営

− 16 −



− 17 −



施　設　名 料金（単位 : 円） 備　　　　　　考
（税・サービス料等）住所・電話番号・FAX 区別 休憩入浴 宿　　泊

ホテルかめ福
〒 753-0056
山口市湯田温泉４丁目 5-2
電 話　083-922-7000
FAX　083-922-7007

個人 2,300 10,000
サービス料込・税別
送迎…無

団体 2,100
（16人以上）

9,000
（15人以上）

かんぽの宿 湯田
〒 753-0064
山口市神田 1-42
電 話　083-922-5226
FAX　083-922-5227
※�かんぽの宿湯田は、2019 年

12 月 19 日（木）を持ちまし
て営業を終了いたします。悪
しからずご了承ください。

個人 500 500
引き

サービス料込・税込み
送迎…15 人以上は無料（送迎の場所によっては出来ない
場合があります。）
ゴールデンウイーク、盆、年末年始等は除外
休息入浴…税込み（他割引との併用不可）
ただし、午前11 時から正午までは一般利用者についても
早割により500 円で利用可。「かんぽの宿利用提携カード」
の提示をお願いします。

かんぽの宿 光
〒 743-0005
光市室積東ノ庄 31-1
電 話　0833-78-1515
FAX　0833-79-1379

個人 500
引き

税込　　日帰り宴会…500 円引き
《3,800 円以上のプラン利用》
入浴・施設利用…20％引き

「かんぽの宿利用提携カード」又は、県老連発行の「協定施設
利用提携カード」の提示をお願いします。（「協定施設利用提
携カード」１枚で同伴者全員可能です。）

長崎ブルースカイホテル
〒 852-8007
長崎市江の浦町 18-1
電 話　095-861-6411
FAX　095-861-2531

個人 7,000 サービス料・税込
送迎…８人以上は無料《長崎駅⇔ホテル》
送迎付プラン有（バス付パック）
入浴のみは無し団体 6,480

（8人以上）

※「憩いの家」指定料金は、一般客に利用料金より、割引きになっております。
※料金の区別「個人」「団体」とは、老人クラブ会員です。
※詳細については、各施設に直接お問い合わせください。

「憩いの家」指定施設きららシニア山口
（契約期間平成30年10月１日から令和2年９月30日まで）

1 口 1,000 円

会員章は老人クラブのシンボル

ご注文は、山口県老人クラブ連合会まで
電話：083-924-2838　ファックス：083-928-2387

会員章は、会員一人ひとりの意欲とクラブの誇りを示す
シンボルであり、仲間の連帯のしるしです。あなたも会
員章を胸に、地域の担い手としていきいきと輝きながら、
クラブ活動を広げていきましょう。

● 60周年記念会員章のご紹介
　�昭和から平成、そして新しい時代へ・・・
　私たち老人クラブは、活動の輪を広げ、今日、我が国有数の高齢者組織へと発展し
てきました。また、仲間同士の一層の結束を求めて、昭和 30年代には、全国各地に
老人クラブ連合会が次々に創立されました。そのなかで、昭和 37 年（1962 年）に
創立された全国老人クラブ連合会は、2022 年、創立 60周年を迎えます。
　この度、創立 60周年を記念して全国老人クラブ会員章が、新たに作成されました。
記念会員章を着用して、私たち老人クラブの輪をさらに大きく広げましょう！

会員章実物大
直径 17mm
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